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１．͸じΊに

2011 年３月 11日に発生した東日本大震災は
岩手県沿岸地域に甚大な被害をもたらした．地
震津波による岩手県の被災は死者，行方不明者
合わせて5,896人，全壊半壊建物24,869戸 1），ϐー
ク時の避難所数 10,818 か所，避難者 54,429 人 2）

にのぼり，千年に１度と言われる૝૾を絶する
大災害であった．沿岸地域において歯科医療機
関の半数が被災し，急ܹな環境ѱ化による震災
関連死など地域住民の健康ҡ持管理に大きな影
響が出てくることがݒ念され，それらに対応す
るため岩手県歯科医師会を中心に「歯科保健医
療対策合同チーム」が編成された．本チームは
岩手県，岩手県歯科医師会，岩手医科大学，岩
手県歯科技工士会，岩手県歯科衛生士会の合同
チームであり，千葉県，Ѫ知県，岐阜県から歯
科診療車をお借りし支援活動のご協力を頂い
た．さらに，日本歯科医師会と日本歯科衛生士
会のボランティア支援として，千葉県，Ѫ知県，

岐阜県，神ಸ川県，新ׁ県，富山県，山口県の
皆様にも派遣協力をいただき，支援活動が継続
された．４月１日，被害が甚大であった宮ݹ市，
山田町，大௤町，ז石市，大船౉市，陸前高田
市の６市町村に޲けてチームが出発，被災住民
の健康管理と歯科保健医療支援活動がスタート
した 1）（図１，２）．当初は震災により被災地での
宿泊は不可能であったため，ย道３時間以上か
けてԟ復するというϋードスケジュールであっ
たが，同じ目標に޲かって心を一つにしてาん
だ２ϲ月間でもあった．当会は被災地の避難所，
高齢者施設，障がい者施設，Ծ設住宅において
Ԇべ 217 か所，会員 305 名が応急歯科診療や歯
科衛生指導及び口腔ケア支援活動を行い，2015
年度末まで継続した．実施後は支援に携わった
会員の意ࣝ調査および高齢者福祉施設へのアン
ケート調査を行った．今回は５年間を振り返り，
アンケート結果から歯科衛生士会として行って
きたこと，できなかったこと，これからすべき
ことについて考察したので報告する．図１：被災地支援出発　歯科診療車ビーバー号（千葉県）

図２：避難所に޲かう歯科衛生士
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て͖たことͬߦ．２

１ʣ避難所にお͚Δ歯科ҩྍ，ߢޱӴੜࢦಋ
2011 年４月１日から５月 26日まで 34日間で

４市町 35 避難所でԆべ 39 名の会員が避難所で
の歯科診療，口腔衛生指導などに携わった．
協力会員は当会の޿報で公募し，ر望の日時

と場所によって配置編成を行った．活動の内容
は，受診ر望者の誘導，問診や調査（図３，４）
歯科診療車の中では治療のアシスタント業務
（図５），避難所では巡回歯科診療のҊ内を行っ
た．歯科保健指導は，口腔衛生用品の配布と使
用方法のઆ明，そして避難所の口腔衛生状況の
把握に努めた．避難所特有の集ஂ生活は水不足，
プライバシーが保てないなどの理༝から口腔内
環境のѱ化にܨがる一面を持ち合わせている3）．
口腔衛生用品の種ྨや量が少ない状況下でいか
にして口腔内を清ܿに保ったらྑいのか知ࣝや
工夫を伝達した．歯科衛生士は被災者の困って
いる事をஸೡにద切にरい上げ，被災者と歯科

診療に携わる歯科医師をܨぐ重要な役割を担
い，最దな診療や治療へとܨぐよう対ॲした．
避難所となった小学校では，被災翌日に被災者
の看護師から歯ブラシの入手を要望されて対応
し，450 名の避難者の中から感染症患者が出な
かった．口を清ܿに保つことが感染症予防にた
いへん重要であることを改めて認ࣝしたという
お話を校長先生から࢕った．支援開始から３週
間ほど経過した頃，被災者から「歯間ブラシは
ありますかʁ」と声をかけられ，この一言で「被
災者の皆様の心にやっと日常が戻って来た」こ
とを感じた．非日常だった被災後の状況から震
災前に行っていた自分の口腔内の手入れにも関
心が޲くようになり，心の余༟が出てきたもの
と思われた．きれいでスッΩリしていた以前の
ような自分の口の中を取り戻したいという気持
ちであったと思われる．訪問回数が増えるにつ
れおޓい親近感を持ち信頼関係が出来たためか
「もらった歯ブラシは硬かった」と言われ，今
まで話せなかった本心も話してくれるように
なってきた．確かに支援物資の歯ブラシのໟは
̢が多く，長引いている避難所生活での体力低
下やਫ਼神的ストレスによる被災者の体調 3）を考
えるとೈらかめの歯ブラシの方がద切なのかも
知れないと考えた．
2012 年４月実施の協力会員 41 名のアンケー

ト結果 4）（図６）から，会員の年齢は 50 歳代が
51％，60 歳代が 22％，40 歳代 17％，と比較的
高い年齢層が多かった．ۈ務先としては在宅歯

図５：歯科診療車内での診療

図３：現場での診療
歯科診療車歯〜とͽあ号（Ѫ知県）

図４：歯科診療車の外での診療
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科衛生士が 34％，歯科医院 32％，病院，行政
はともに 12％であった．本活動への参加動機は
自分の意思が 83％，当会からの要請が 17％で
あり，今後の活動については 95％が参加をر望
していた．また，参加に当たって 90％の会員が
不安をもっており，その内容はෳ数回౴で「被
災者の心理」については 63％，「支援の内容」
についてが 58％，「被災地の状況」については
50％，「他ஂ体との連携」が 33％であった．活
動に当たって心がけたことは，「被災者の気持
ちの理解」が 79％，「健康支援」71％，「物品の
提供」58％であった．活動後の感૝では，「ษ
強不足，自分の力が発شできなかった」を合わ
せると 46％となった．今後の課題である．記載
ཝには「あまりの状況に我を忘れて働いた．」「被
災した方の心に寄りఴいたいと思った．」「被災
者の気持ちをどのように察したらよいか難し
かった．」「声をֻけ困っていることを聞くのが
大切と思った．」等の感૝があり，遠慮してい
る被災者へこちらから積極的に関わっていく難
しさがあったことが推察された．しかし，会員
は年齢的にも多様な経験を重Ͷている者が多
く，不安を๊えながらもྟ機応変の対応が可能
であったと考えられる．会員のன食はお஡とお
にぎりのみとし，避難所の状況を踏まえ，トイ
レットペーパーも持参するなどの配慮するよう
活動前に理解をٻめた．そのような中で，歯科
衛生士の活動をみていた被災者の中から，後年，
歯科衛生士を志し学校へ入学してきた学生がい
た．ڻきと同時に歯科衛生士が一生ݒ命被災者

の方々に関わっていた姿が印象に残り，同じ職
業を目指してくれたことにتびを感じた．

２ʣࢪઃにお͚ΔߢޱέΞ活動
2011年５月から2015 年１月まで沿岸被災地域

の高齢者・障がい者施設等に入所している被災
者の歯科疾患の重症化，口腔機能の低下，ٵݺ
器感染症の発生等を防ぐため，岩手県歯科医師
会との連携の下，口腔ケア支援活動を行った 4）5）6）．
活動の時期は2011年５月〜６月の毎日及び2011
年９月〜 2015 年１月の毎木༵日を主とした 102
日間だった．実施地区は５地区の介護保ݥ施設
等171か所で，Ԇべ会員252名が参加して行った．
活動チームは歯科医師１名と当会歯科衛生士２
名を基本とし，活動の内容は歯科検診，歯科相ஊ，
口腔ケア，口腔ケア用品の配布及び施設職員に
対する口腔ケア等の知 ・ࣝ技術の伝達支援であっ
た（図７）．被災の影響により入所者等の口腔状

態のѱ化がةዧされ，活動開始期は限られた時
間内にできるだけ多くの被災者の口腔をケアす
ることに主؟を置いた．特に職員数が足りない
状況下で残ଘ歯が多数の場合，清掃状態がѱく
介助がඞ要と思われた．職員に対し口腔ケア等
の知ࣝ，技術の伝達を行ったところ，３カ月後
には多様な改ળが見られ多くの施設において入
所者の方々の口腔ケアが行き届いており，義歯
はかなり清ܿに保たれていた．歯科ઐ໳職の関
わりと職員の努力により，職員の意ࣝと技術の
上が見られ，口腔内の状態が改ળし，ઉଽの޲
消失，誤ᅞ性ഏ炎の減少などにܨがったと考え

図̒：会員アンケート結果
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図̓：高齢者福祉施設での活動
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られる 5）．活動当初の実施記録は，様式の準備
がなかったため，会員の自༝記載とした．しかし，
2011 年９月以降は実施報告書の様式を統一し，
評価，活動記録の標準化を図り，ਵ時修正を加
えながら実施した．このことは，口腔ケアのポ
イントが明確となり，次回訪問の会員や日常の
口腔ケアに携わる施設職員と情報共有が可能と
なり，活動のޮ率化が図られたと考える 5）．2011
年９月〜 12月までの対象者 342 名に行った口腔
ケアの割合（ෳ数回౴）はઉ，粘膜のケア
29.7％，残ଘ歯清掃 20.2％，義歯清掃 19.3％，口
腔機能޲上܇࿅ 13％であった．
2013 年３月に継続的に関わった施設に対して
震災時の口腔管理の状況及び施設支援活動に関
する意ࣝ等を把握することを目的としてアン
ケート調査を実施した 6）．対象施設はグループ
ホーム，特別養護老人ホーム，介護老人保健施
設，障がい者支援施設，小規模多機能，ディサー
ビス等 28 施設，回収率 71.4％であった．質問
内容は 1）被災の有無，2）震災発生後の利用
者に対する口腔管理状況，3）支援チームが訪
問活動した後の変化（1）職員の口腔ケアに対
する意ࣝ・行動，（2）利用者の口腔ケアに対す
る態度・様子，4）支援チームに対する感૝・
要望である．結果は被災した施設は６ϲ所
（30％），被災を免れた施設は 13 ϲ所（65％）
であった（図８）．震災発生直後，口腔清掃用
の水を入手できた時期は୔水等も含め震災１日
目が11ϲ所（55％），１週間後が４ϲ所であった．
歯ブラシを入手できた時期は震災１日目が
13ϲ所（65%），１〜２週間後が２ϲ所であり，
入手先は施設のストックが 11ϲ所（55％），支

援物資６ϲ所（30％）であった．口腔ケアの再
開時期は震災１日目が８ϲ所（40％），１〜２
週間後が５ϲ所（25％）となっており，常時，
歯ブラシをストックしていた施設は震災１日目
から口腔ケアを行っていた（図９）．歯や口に
関することで困ったこととして，断水による口
腔ચড়不可，義歯の不ద，動揺歯や歯痛の対応，
おםが続き뱌不十分，סパン・カップ໙・؈
٧が多く栄養面の不安等があげられた．さらに，
震災直後は職員の半数が安否不明になった施設
もあり，職員の不足と利用者の食事とഉᔔの対
応に追われる状況で口腔衛生面まで考えること
ができない日々を送ったことを自戒している施
設もあった．支援チームの訪問により職員の口
腔ケアに対する意ࣝ・行動に変化があった施設
は 18 ϲ所（90％）であり，その内容は意ࣝの
上と積極的な関わりが最も多く，介助ຏきの޲
技術の޲上，口腔機能޲上トレーニングの開始
があげられた．また，利用者の口腔ケアに関す
る態度や様子に変化があった施設は 11 ş所
（55％）であり，気持ちがྑいことを言葉にする，

図̕：施設アンケート結果　震災後の口腔管理

図��：施設アンケート結果　支援後の施設の変化図̔：施設アンケート結果　被災の有無
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拒否の減少などがあげられた．さらに口腔ケア
の実施により経管栄養６人のうち３人が経口栄
養に移行した施設があった（図 10）．支援チー
ムに対して 15 ş所（75％）が感謝の意を表し，
18 ş所（90％）から継続訪問の要望があった．

３ʣԾઃஂ地にお͚Δ歯科保健活動
2012 年８月から 2014 年９月まで，11 日間，

Ԇべ 12 名の会員が 11 Ծ設ஂ地で岩手県歯科医
師会と連携のもと歯科健診や歯科相ஊを行っ
た．地域の歯科診療所の減少により受診できな
いでいる方々の口腔管理の支援活動で，ஂ地内
の集会施設や空室になったԾ設住宅の１室で
行った．子ども達の歯科健診依頼では定期的に
フッ素ృ布を行っていたが歯科診療所がなくな
りしばらくృ布できなかったのでむし歯が出来
ていないか診てほしいというものであった（図
11）．その他，かみ合わせについての相ஊや義
歯調整に関するものであった．会場の౎合によ
り，持参したケースや押し入れの୨を活用して
健診体制を整えることもあり，ྟ機応変の対応
がඞ要だった．

４ʣࢧԉελοϑ೿ݣのたΊのݚमձ։࠵（図12）
支援開始から１カ月後の 2011 年５月に緊急
修会を開催した．内容は被災地における口腔ݚ
保健活動として，１．岩手県歯科合同対策チー
ム歯科保健医療対策合同チームについて，２．
被災地域・避難所での口腔保健活動，３．災害
時の口腔ケアの実際，４．災害時の口腔ケアの
ඞ要性についてであった．ߨ師は被災地で活動
中の理事が務めた．会員はこれらの内容及び現
場の状況について理解を深めた．当日は日本歯
科衛生士会長のܹྭもあり，県内外から 130 名
を越える会員出席のもと熱心に意見ަ׵や質疑
応౴が行われた．その後の当会の取組みとして
災害時の対応や支援に関するݚ修会は毎年継続
して実施している．非常時における行動を確認
しておくことはたいへん重要であり，会員自身
の安否確認についても実際に携帯メールを使用
し，実施している．災害に関する情報を共有し，
対ॲ方法を再確認している 7）．様々な場面を૝
定した܇࿅を行うことにより，歯科関係者以外
の支援スタッフとの連携方法や災害の種ྨによ
る対応の違いなどについての実ફ的なݚ修を重
Ͷ，資質の޲上を図ることが重要と考える 8）9）．
修の継続は災害を風化させることなく次にいݚ
かせるものと考える．

３．Ͱ͖ͳかͬたこと

震災によって被災地域の歯科診療所が減少し
た中，一週間後に診療を再開した歯科医院では
医療保ݥの一部負担 （ۚ窓口負担）免除が始まり，
今まで以上に数多くの患者さんが押し寄せて多
๩を極めていた．その様な地元の歯科医院に代
わって保育Ԃや幼ஓԂ，小中学校において歯科
衛生士会が歯科保健指導等に関わることができ
たのではないかと考える．また，被災直後，歯
科用物資支援が避難所にภってしまっていた 10）

こともあり，保育Ԃ，幼ஓԂ，小中学校単位で
歯科保健指導を合わせた物資配布も可能だった
のではないかと考える．沿岸被災地域の支部会
員のർฐ状況を知っていながら声をかけられな
かったことがչやまれる．図��：支援スタッフ派遣のためのݚ修会

図��：Ծ設住宅での活動
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４．こΕから͢΂͖こと

生活環境のѱ化は口腔内の環境ѱ化にܨが
る．日常の口腔管理により，日頃から口腔内の
健康状態をྑ޷に保つことは，災害時の口腔へ
の影響を最小限にすることができると考える．
歯科衛生士は学校や公民館などに出޲き，保育
Ԃ，幼ஓԂ，小中学校や地域住民に対して，歯
科保健指導を行う機会が多くあり，त業や歯科
衛生ߨ話の中で口腔衛生管理の重要性について
普及ܒ発を行っている．非常時にこそ口腔の清
ܿҡ持が感染症予防に有ޮであることについて
く周知するඞ要があり，日頃から口腔内の環޿
境を整えておくことを伝えていくべきである．
そのため，防災用品の中に日頃使用している口
腔衛生用品をඞず入れて準備しておくことも非
常時の備えとして重要であり，継続して伝えて
行きたいと考えている（図 13，14）．また，口
腔内の管理をద切に行い健康な口腔内を保つた
めに地域住民にはかかりつけ歯科医を持つこと
を勧める働きֻけも歯科医療従事者の務めであ
る．日本歯科衛生士会では，災害支援活動歯科
衛生士実ફマニュアルに֤様式を編集しており，
このマニュアルを使いこなせるよう常に準備し

て行きたいと考えている．今回の支援では県，
医科大学，歯科医師会，歯科技工士会，歯科衛
生士会が連携し，それぞれのઐ໳性を生かすこ
とでޮ果的な活動がల開できたと考える．しか
し，さらに速やかで細やかな活動にܨげるため
には緊ີな連携を図り，地方支部も含めたෳ合
的な連携体制の構ஙがඞ要であると考える．

お　わ　り　に

被災地区の復興と共に，私達の訪問回数が
ঃ々に減少した．当会では多くの地方支部が高
齢者施設における口腔ケアボランティア活動を
行っているが，被災地域の支部においても実施
している．更に，ז石支部では平成 23 年から
高齢者対象の「健口教室」開催に積極的に関わ
り中心的な役割を果たしている．地域の人々の
手で対応が可能となることは復興の証でもある
と考える．今後，継続して関わっていくことが
被災地域の歯科保健の޲上にܨがるものと期଴
している．
今回，このような発表の機会を与えていただ

きました，岩手医科大学歯学会会長三浦ኍ行様
に心より感謝いたします．
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